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	報 告 者
	クラブ　藤沢市青少年セーリングクラブ
学年　中学2年生　　氏名　伊藤　聖夏

	大 会 名
	アジア選手権

	開 催 地
	葉山

	大 会 期 間
	2013年8月24日～30日

	セールNo
	2943
	最 終 順 位
	64位


	気温、水温、ウエアについて
	全般的に暑かったです。晴天の時は、半袖Tシャツ、スパンデックスパンツの上に短パン。雨の日は、その上にパドリングジャケットとトラウザースを着用しました。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	葉山の普段の南風は左海面が良いことが多いが、今回は右海面が良い事が多かったです。

	セッティングで注意したこと
	風速に合わせてベストな走りが出来るようにガラミ、バング、スピリットのテンション、アウトホールなど細かく変えました。

	セーリングで注意したこと
	クローズで細かいトリムをし、フリーでは前後の位置を意識して乗りました。風の弱いランニングではブームが上下に揺れないように一定の位置で止めるためにバランスに気をつけるようにしました。

	海上で練習したこと
	レースが始まる前は、スタート練習やスピードチェックをしました。

	実際のスベリはどうでしたか？
	クローズは、他国の早い選手が沢山いたので、いつもより走らせるのが難しく、思ったようなスベリが出来ませんでした。

	スタートは、どうでしたか？
	最初から苦手なので、他国の選手が入ると更に上手くいかず、出遅れたスタートが多かったです。

	コース戦略はどうでしたか？
	南よりの風では下よりからスタートして左海面を使うようにしました。

	自分より上位の選手との違いは？
	シンガポールの選手は上り角度、スピードが違い、フリーではアンヒールの角度が大きく一定で安定していました。

	国内の練習で役立ったこと
	スベリの練習です。

	国内の練習で足りなかったこと
	スタート練習です。

	印象に残った外国選手は？
	シンガポールチームです。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	沢山の海外の選手と話すことが出来たので、これからもっと海外のレースにチャレンジしたいと思うようになりました。

	今後の課題と目標は？
	強風は苦手ですが、克服して、まずは来年のナショナルチームに入る事が目標です。

	JODAへの要望
	特にありません。

	その他
	


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
